
 

 

 

 

  令和７年度の曽根小学校が目指す教育 

校長 古井丸 裕三 

令和７年度の教育活動が始まって約１か月が過ぎました。１年生は小学校での生活に、２～６年生は新

しい学年での生活に慣れ、自分らしさを発揮しながら生活できるようになってきました。これから行われる

運動会などの大きな行事を経験することにより、ますます成長していってくれるものと期待しています。 

４月２５日（金）に、「授業参観・PTA 総会・学年懇談会」を実施しました。年度初めでご多用のところ、た

くさんの方からお越しいただきました。保護者の皆様がお子さんの教育について真剣に考え、学校の教育

活動に期待してくださっていることを感じ、感謝と喜びの気持ちでいっぱいになりました。（※PTA 総会の

際に数えたところ、推計１１０名の方からお集まりいただいていました。これは家庭数の約８０％に相当する

人数です。） PTA 総会後には、「学校経営方針説明会」の時間をいただきました。こちらの時間配分のミ

スやプレゼンの不調などにより、十分にお伝えできなかった内容がありましたので、改めて掲載いたします。 

 

＜令和７年度 曽根小学校が目指す教育について 「学校経営方針説明会」より＞ 

令和７年度の曽根小学校が目指す教育の基本方針は、「やる気と笑顔」にあふれ、「ともにかがやく」

子どもを育てることです。「やる気と笑顔」は、「自己肯定感」と「支持的な風土」から生まれます。どちらも

「いじめの防止」や「不登校の解消」にもつながる大切な要素です。これらの２つは、全ての教育活動を通

して育んでいきます。そして、「やる気と笑顔」にあふれ、「ともにかがやく」曽根小学校を実現するために、

次の３つの「資質・能力」の育成に、特に力を入れて取り組みます。               

１つ目の資質・能力は、「思考する力」＝「学ぶ意欲を持ち、課題を追究する力」です。この資質・能力を

育てるために、①基礎学力と学び方を身に付け、「分かる・できる」楽しさと学ぶ意義を感じることができる

授業づくり、②地域のひと・もの・こととのつながりを深め、地域への誇りと愛着を育てるとともに、「探究的

な学習過程（課題設定、情報収集、整理・分析、まとめ・表現）」を通して課題解決を図る力を身に付ける

総合的な学習の一層の充実、③ICT の効果的な活用と情報モラルに関する指導、情報センターとしての

図書館を利用した本や新聞を活用した情報収集の仕方など、「情報活用能力」の育成に取り組みます。  

２つ目の資質・能力は、「協働する力」＝「互いを尊重し、協力して活動する力」です。この資質・能力を

育てるために、①対話と協働を通して学級の課題の解決を図る「学級力向上プロジェクト」、②役割や責

任を分担し、他学年の友達と協力しながら活動する「縦割り班活動」などの異学年交流活動、③相手の存

在を認め、心と心をつなぐあいさつと感謝の気持ちを伝える言葉「ありがとう」の習慣化に取り組みます。 

３つ目の資質・能力は、「挑戦する力」＝「高い目標を持ち、主体的に行動する力」です。この資質・能

力を育てるために、①自分の成長を実感させ、「自分にはきっとできる」という「自己効力感」を高める目標

設定と振り返りの活動、②子どもたちの自己選択や自己決定の場を取り入れた授業や活動の工夫、③ご

家庭の協力をいただき、心身の健康を考え、望ましい生活習慣を実践する力の育成に取り組みます。                                 
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さらに、３つの資質・能力の育成と関連付けながら、特別支援教育の充実に取り組みます。ユニバーサ

ルデザインの視点に立ったどの子にも学びやすい学習環境の整備と、個々の教育的ニーズの把握に基づ

いた合理的配慮を行います。あわせて、共生社会で生きていくために必要な「心のバリアフリー」につなが

る感性を磨きます。それらが、自分の可能性を信じ、学習上・生活上の困難を改善・克服しようとする力、

互いの人格や個性を認め合い、支え合い、助け合う態度の育成につながるよう取り組みます。 

これらの３つの資質・能力 「思考する力」「協働する力」「挑戦する力」は、生涯にわたって学び続ける

ための基盤となる「生きる力」です。子どもたちの将来につながる「生きる力」を育てるためには、「学校」

と「保護者」が、「ともに子どもを育てるパートナー」として、それぞれの役割を果たしながら連携していく

ことが必要です。学校の役割が、「資質・能力」を育てることにあるとすれば、家庭教育の役割は、「社会生

活の基盤となる力を育てる」ことにあります。学校で元気に生活するための望ましい生活習慣、うそをつ

いたりごまかしたりしない正直な心、他者を思いやり尊重する態度、社会的なルールやマナーを守る規範

意識など、学校という小さな「社会」で生活するために必要な力の育成にご協力をお願いいたします。

そして、「心身ともに健やかな子どもを育てる」という共通の目標に向かって、ともに歩んで行きましょう。 

 

その他、この地域の歴史や伝統につながり、歴代の PTA活動にも深く関わって 

きた「校祖祭」のこれからの在り方について、ぜひお話しておきたいことがあったの

ですが、時間の都合でかないませんでした。今後、「校祖会だより」などを通じてお

伝えしていこうと思いますので、そちらの方をご覧ください。 

それでは、令和７年度も、保護者・地域の皆様からのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

【曽根小学校 教育ビジョン 2025】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―― やる気と笑顔にあふれ ともにかがやく曽根小学校を 学校・家庭・地域みんなで創りましょう ――  


